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〓業界情報〓 

 

 

 

【内容】修理後に別の不具合が発生し、何度も修理してもらうが解消しない 

 ・車名：乗用車  ・登録年：平成１７年  ・走行距離：不明 

 ８か月ほど前、エンジンから冷却水が漏れたので、某ショップでローンを組み、エンジンのオー

バーホールをしてもらった。作業が終わり乗って帰る途中、アイドリングが不安定になりエンスト

した。ショップに連絡すると、「慣らし運転が必要なので、様子を見て」と言われ、そのまま乗っ

ていたが、症状が改善しないので再入庫した。最初は「吸気系が悪い」と言われ、エアフロメータ

ーを洗浄してもらったが不具合が再発、次はエアフロメーターを交換したが変化なし。イグニッシ

ョンコイルとスパークプラグも交換したが再発、その後、チェックランプが１回点灯したので、４

万円ほどかけてスロットルボディも交換したが、不具合は解消されなかった。 

 最近になって車検で他の整備工場に入庫した際に、「排ガスの数値が悪く、検査に通らない」と

言われた。ショップでオーバーホールしたときに、「コンピューターのセッティングも悪かったの

で、セッティングし直した」と言われたことを思い出し、セッティング作業が不具合の原因ではな

いかと感じている。きちんと直してもらうためには、どのように交渉すればよいか。 

 振興会の立ち位置、電話でディーラーに事実確認程度はできるが、指示命令はできないことを 

説明し、「ディーラーの客相窓口に相談し、それでもだめなら、メーカーの客相に電話してはど 

うか」と助言し、相談を終えた。 

 

【対応】 

詳しく話を聞くと、相談者の車にはタービンが後付けされ、それに対応するため、サブコンピ 

ュータが装着されているので、ディーラーから入庫を断られたとのこと。また、修理依頼をしてい

るショップ（名前や場所は教えていただけなかった）は人気店であり、修理に取りかかるまでに何

か月も待たされ、不具合が出た時も「持ってきてくれるなら見る」という態度なので、相談者はそ

の対応にも不満を感じているようであった。有名なショップは関西圏ではここだけなので、関係を

悪くしたくないとも言っていた。 

未認証行為を行っている事業場であれば、運輸支局整備課がそういった情報を集めているこ 

と、ローンを組んでいるので、支払い停止の抗弁等するなら消費生活センターでアドバイスが受 

けられること、また、地元自治体で弁護士による無料法律相談が受けられるかもしれない」と助 

言したところ、相談者から「もう一度、ショップと話をします。また相談させてもらいます」と 

言われ、相談を終了した。 

 

 

 

全国の整備相談所に寄せられた整備相談事例 Vol.１３３ 
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ＥＣＢ搭載車のブレーキフルード交換時、負圧バキューラ使用禁止について 

トヨタ自動車株式会社 

トヨタ自動車は大別してＥＣＢ、ＡＨＢ、ｉＢｏｏｓｔｅｒの３種類の電子制御式油圧ブレー

キシステムを採用しており、その内ＥＣＢはブレーキフルード交換時に負圧バキューラ（ホイ

ールシリンダのブリーダからブレーキフルードを吸引するツール）の使用を禁止しています。 

次ページに、負圧バキューラ使用禁止の車種（ＥＣＢ搭載車）の一覧表を掲載します。 

 

＜電子制御式油圧ブレーキシステムの特徴＞ 

・ECB（Electronically Controlled Brake System）：2001 年 AHR10 エスティマハイブリッドに初搭載 

システムフェール時を除く正常時はペダル踏力による油圧が切替ソレノイドバルブによって遮

断されており、リニアソレノイドバルブがホイールシリンダ油圧を直接電子制御する。リザー

バからホイールシリンダの経路に、非通電時閉じているタイプのリニアソレノイドバルブがあ

り、バキューラの負圧によってリニアソレノイドバルブ付近の微細なエアが拡大・結合して異

音に繋がる恐れがあるため、負圧バキューラの使用は禁止。 

「ECB」はトヨタ自動車(株)の登録商標です。 

・AHB（Active Hydraulic Booster）：2015 年 ZVW5#プリウスに初搭載 

常にペダル踏力による油圧がホイールシリンダ（４輪または２輪）に伝わっており、それをリ

ニアソレノイドバルブとレギュレータが電子制御でアシストする。リザーバからホイールシリ

ンダの経路に、非通電時閉じているタイプのリニアソレノイドバルブが無いため、負圧バキュ

ーラ使用可。 

「AHB」は豊生ブレーキ工業(株)の登録商標です。 

・iBooster（電動ブレーキブースタ）：2022 年 ZWR9#ノア/ヴォクシーに初搭載 

マスタシリンダ内蔵の電動モータによってピストンを電子制御でアシストする。リニアソレノ

イドバルブが無いため負圧バキューラ使用可。 

「iBooster」は Robert Bosch GmbH 社の登録商標です。 

＜参考＞ 

ECB/AHB のペダリングによるブレーキフルード交換には、ブレーキ制御禁止モードに入れる必

要があります。詳しくは修理書を参照ください。 

AHB/iBooster の負圧バキューラによるブレーキフルード交換と iBooster のペダリングによる

ブレーキフルード交換には、ブレーキ制御禁止モードに入れる必要はありません。 

 

×：使用禁止 ○：使用可/作業可 

ブレーキフルード 

交換方法 

電子制御式油圧ブレーキシステム 

ECB AHB iBooster 

負圧バキューラ 

 
× ○ ○ 

ペダリング 
○ 

（ブレーキ制御禁止モード必要） 

○ 

（ブレーキ制御禁止モード必要） 
○ 

 

整備インフォメーション    
Vol. 142 

 



 16 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 17 

 

 

 

 

昨年の１０月１５日（土）に開催した「車ふれあい祭２０２２」において実施した「定期点検サポートキャン

ペーン」のクイズ賞品として下記の「車検・定期点検割引クーポン（５，０００円割引券）」を当選された５０名

の皆様に送付しました。 

この割引クーポンは、車検・定期点検及び一般整備（オイル交換等）時の料金割引クーポンとなりま

す。 

ご利用がありましたらクーポン券裏面の記載内容をご確認の上、料金の精算にご協力をよろしくお願

いします。 

 

 

 

 

 

車検・定期点検割引クーポンの精算について 
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この度、令和４年度の自動車特定整備業実態調査の結果がまとまりましたので、概要をお知らせします。 

 

１．目的 

本調査は、自動車整備業の現状および経営状況等の実態を把握し、同事業の健全な発達に資する

方策の基礎資料として活用することを目的として実施しています。 

 

２．調査時点 

令和４年６月３０日現在。整備売上高については、令和３年７月１日から令和４年６月３０日までに決算

が終了した事業実績であり、会計年度では「令和３年度」実績となります。 

 

３．調査結果の概要（別紙参照） 

道路運送車両法に規定する自動車整備事業者(令和４年６月３０日時点９１，７１１事業場)の中から、２

割を対象として調査を行いました。(有効回答率４５％) 

令和４年度調査における総整備売上高は５兆７，３８８億円となり、前年度より１，８７８億円(３．４％)増と

２年ぶりに増加しました。 

なお、詳細は、４月に発刊予定の｢令和４年度版 自動車整備白書｣に掲載します。 

 

注）1.専    業：自動車整備業の売上高が総売上高の５０％を超える事業場 

2.兼    業：兼業部門（自動車販売、部品用品販売、保険、石油販売等）の売上高が総売上高の 

５０％以上を占める事業場（ディーラーを除く） 

3.ディーラー：自動車製造会社または国内一手卸売販売会社と特約販売店契約を結んでいる企業の 

事業場 

4.自     家：主として自企業が保有する車両の整備を行っている事業場 

 

（１）総整備売上高 

直近６年間の総整備売上高の推移をみると、前年度は５年ぶりの減少となりましたが、令和４年度は増

加に転じました。 

業態別に前年度と比較すると、専・兼業が９２０億円(３．４％)増、ディーラーが９２１億円(３．５％)増、自

家が３７億円(１．６％)増となり、いずれも増加しました。 

作業内容別では、「車検整備」が２．６％増、「定期点検整備」が３．４％増、「事故整備」が４．０％増、

「その他整備」が４．０％増と、いずれも増加しました。 

 

 

令和４年度 自動車特定整備業実態調査結果の概要について 
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（２）事業場数 

調査時点における事業場数は９１，７１１事業場で、前年度より２５７事業場(０．３％)増と７年ぶりに増加 

しました。 

指定工場数は３０，１０４事業場で、前年度と比較すると２１事業場(０．０７％)増加しました。 
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（３）整備関係従業員数 

整備関係従業員数は５４７，３３２人で、前年度より２，６６２人(０．５％)増加しました。 

 

（４）整備要員数及び整備士数 

整備要員数は３９９，６１９人で、前年度より６６７人(０．２％)増加しました。 

整備士数は３３１，６８１人で、前年度より２，６３８人(０．８％)減少、整備要員数に対する整備士数の割合

(整備士保有率)は０．８ポイント低下して８３．０％になりました。 

 

（参考）内数として、女性整備要員数は１９，２３７人(６３２人増)、女性整備士数は１０，４８９人(４４１人減)、

整備要員数に占める女性整備要員数の割合は４．８％、整備士数に占める女性整備士数の割

合は３．２％となっております。 

 

（５）整備要員１人当たり年間整備売上高 

整備要員１人当たり年間整備売上高(自家除く)は１４，４３３千円で、前年度より３．２％増加しています。

業態別では、専・兼業は１０，５１４千円(３．２％増)、ディーラーは２３，１８０千円(３．３％増)となりました。 

 

（６）整備要員平均年齢 

整備要員平均年齢(自家を除く)は４６．７歳で、前年度より０．３歳上昇しました。 

 

（７）整備要員平均年収 

整備要員平均年収(自家を除く)は４，０４４千円となり、前年度と比較すると５７千円（１．４％）増加してい

ます。 
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（注） 各項目の数値は、各年６月末現在のものである。ただし売上高は、各事業場の６月に最も近い決算期の数値によるものである。 

      事業場数と指定工場数は国交省、保有車両数は自検協の集計により、その他は、各県自動車整備振興会の会員事業場に対する 

      ２割の抽出調査から、全体を推計している。 
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令和５年１月１０日現在 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

               ※１月１０日より新規採用 

 

事務局組織図について 

業務部 指導教育部

部長 理事・部長

田
中
香
織

 
※

兼
務

事業

猪
股
沙
織

係
長

係
員南

　
伽
糸

富
士
原
由
香
梨

課
長

守
澤
加
奈

塩島博夫

秋
山
実
優

係
員

山下　進

パ
ー

ト
 

※

係
員

西
川
と
よ
み

専
任
講
師

吉
川
　
守

専
任
講
師

課
長 名

取
伸
也

塚
原
秀
典

輿
水
大
樹

係
員

飯
島
　
学

堀
内
立
男

パ
ー

ト

内
田
幸
美

パ
ー

ト

早
川
里
香

飯
島
香
織

組
澤
昭
男

課
長
代
理

パ
ー

ト

坂
巻
美
和

係
員

課
長
代
理

 
※

兼

務

田
中
香
織

     専務理事

石原美千老

予備検査課 総務課指導課業務課購販課

課
長

経理課

     常務理事

落合達也

教育課

遠藤修次

     理事・事務局長

輿
水
大
樹

総務部

理事・部長

横内　優

嘱
託河

西
一
慶

常
泉
英
樹

嘱
託

係
長平

本
　
亮

課
長


